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秋田監督
ゲームプランは前半０－０でよかった。試合前に何度も話していたのだが、ワンボランチの弱みのところを突かれてしまった。碓井を引かせて、前線も一人引かせていればよかったのに、時として忘れてしまったり疲れていて出来なくなったりしていた。二点目はまさに筑波の点を取るパターンだった。（ハーフタイムには）
) (
駒大サッカーがどういうものかということと、相手のサッカーを確認した。一人少なくなってから選手の選択肢が減り、縦に早くすることしか出来なくなってしまった。しかし相手守備陣が揃う前にボールを入れるということが駒大のいいところ。それを
90
分間続けていかなければいけない。次節の専修も筑波と似てパスサッカーなので、同じことを続けてやっていくだけ
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※写真
筑波に対して奮闘する
（左）奥村（右）大木→
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主将　林堂　眞
10
人になって、攻めれたんですけど、
11
人の時からもっと一人一人が動いて、パスコース作ったりしたかった。。前半は、もうちょ
っ
と粘りづよ
く、ボールだけでなく、人も見なきゃいけない。
粘りづよく行かなきゃいけない。次の試合は欠場多いけど、誰がでて
も変わらず自分たちのサッカーをして勝ち点を積み重ねていきたい。ボールに対する執着心だったり、戦う姿勢とかが課題
。
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MF
　奥村　情
最後に
10
人になってから攻めていけたので、それが
11
人のときからもやれていれば勝てたんじゃないかと思った。筑波は回すのが上手いので、崩されないように気を付けていた。先制点を取った勢いに乗って追加点を取れていなかったので、逆転されてしまったので
そ
ういうところをしっかりやっていきたい。
(
得点は
)
山本からパスを受けたときに決めておけばよかったが、湯澤が詰めてくれて、最後は決められたので良かった。
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選手
・監督
コメント
) (
～試合後コメント～
途中からの出場で、逆転するチャンスはあったが最後のところで自分の甘さが出てしまった。とりあえず負けていたので、点を取るために前へ前へと意識した。裏に抜けるという動きと、早く動き出すことを意識していた。相手を抜いた後や、ラストパスを受けた後のプレーをもっと練習していかなければいけない。次は決められるように頑張りたい。どんな形でも勝ちにこだわってやっていく
) (
前号から、引き続いてお送りする駒大スポーツ編集部が独自の判断で選ぶ前節の試合で最も輝いた選手は、一年の
FW
小牧選手だ。試合終盤からの途中出場ながら、数々の得点チャンスを演出した。今後のリーグ戦においても彼の活躍が、駒大にとって大きな力になるだろう。
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FW
・小牧
成亘
) (
前節のベスト・プレイヤー
)
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